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第１１回 根室市創生有識者会議議事録（令和元年9月20日開催）

１ 開会

［佐藤室長］

ただいまより第１１回根室市創生有識者会議を開会いたします。

開会にあたり、石垣市長よりご挨拶を申し上げます。

［石垣市長］

皆様、本日は大変お忙しい中、お集まり頂き、ありがとうございます。根室市創生有識者会議の

開催にあたり、一言、ご挨拶申し上げます。

平成２７年１０月に根室市創生総合戦略を策定してから、今回で通算１１回目の開催となる本会

議でございますが、第１期目となります現在の総合戦略につきましては、今年度が計画の最終年度

となっております。

新たな総合戦略の策定にあたりましては、産業界、関係行政機関、教育関係、労働団体・メディ

ア等、多様な主体の参画を得て、検討することが重要と考えており、引き続き委員をお引き受けい

ただいた皆様をはじめ、今回新たにご参画いただくことになった３名の皆様には、改めてお礼を申

し上げるところであります

これまで、数値目標や各事業の進捗状況などを検証しながら、介護や保育など、専門職の人材確

保対策や交流人口の拡大、更には、ふるさと納税など、それぞれのお立場からご提言をいただき、

施策の推進に取り組んで参りました。

今回は１期目の総括を行う会議とし、前回ご提案もありました、第２期総合戦略の策定につなげ

て参りたいと考えております。

本日の会議におきましては、根室市創生の更なる推進のため、皆様から忌憚のないご意見をいた

だけると幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

［佐藤室長］

それでは、これより議事に入りたいと思います。これからの進行は石垣市長にお願いいたします。

２ 報告事項（進行：石垣市長）

［石垣市長］

それでは、早速議事に入ってまいります。本日は、報告事項２件、検証事項が１件となってお

ります。

報告事項（１）根室市市民意識調査報告書について、（２）根室市人口動態分析について、

事務局より説明をお願いします。

（１）根室市市民意識調査報告書について［説明：事務局・猪口主査］※資料１に基づき説明

（基本目標１、子育て・少子化対策に関する分野）

・子育て、少子化対策に対する市民の満足度については、平成２８年度調査結果以降、３年連続

で満足が増加、不満足が減少しており、これまでに行政で行ってきた、保育所や民間幼稚園の整

備推進等の施策効果が現れているものと推察される。

・子育て少子化について重要だと思う施策は、昨年度と同様に２つの項目に集中しており、経済

的負担の軽減が２８．６％、子どもがのびのびと遊べる施設の整備が２６．４％という結果とな

った。

・子育て・少子化についての自由意見の内容は、概ね経済的支援に関すること、託児機能に関す

ること、子どものための全天候室内施設に関することに集約されている。

・多くの要望があげられている全天候室内施設については、現在、基本設計が進められており、

今後、実施設計や工事が進むことで、要望等は減少すると考えられる。
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（基本目標２、経済・産業に関する分野）

・産業振興について重要だと思う施策は、水産業基盤及び生産体制の整備が２０．８％と昨年よ

りも４．２％減少し、観光開発、観光関連産業の育成が１４．５％となり３．２％増加した。

・経済・雇用対策についての自由意見の内容は、漁業、水産加工業の振興を望む意見に加え、水

産だけに頼らない新たな産業振興に対する意見も多く、具体的には観光関連産業や企業誘致への

期待が多くあげられた。

・観光分野に関連した交流人口の拡大に関する市民意見の抽出では、自然、水産資源など、根室

市が有する資源の有効活用に関する意見が特に多く、また、観光のＰＲに関する意見も多くあっ

た。

（基本目標３、市民協働に関する分野）

・市民のまちづくりへの参加意識に関して、どのような手法でまちづくりに参加したいかという

設問に対して、今回のようなアンケート調査などで意思表示をしたいという意見が一番多くあっ

た。

・コミュニティの維持・活性化に関する自由意見の内容は、大きく４つに分類され、行政情報に

関する要望、ボランティア活用のあり方、市民参加のまちづくり、地域活性化へのスポーツ振興

のあり方についてとなった。

・行政情報の発信に関して、災害情報や各種イベントに関する情報提供の要望があった。

・まちづくりへの市民参加のあり方として、まちづくりに対して市民の参画意向もみられること

から、市民の意見や要望を、施策に反映していくための仕組みづくりを検討する必要がある。

（２）根室市人口動態分析について［説明：事務局・大沼主査］※資料２に基づき説明

・２０１８年（１月～１２月）の減少数は前年比で４４６人となり、２０１６年、２０１７年と

６００人台の減少が続いたが、減少幅が縮小した。

内訳は、男２３０人、女２１６人となり、２０１７年に女性の減少数が３５９人と２０１３年

以降最大であったが、２１６人と大幅に減少幅が縮小した。

・女性の生産年齢人口の推移では、１５～１９歳、２５歳～２９歳、３０歳～３４歳、３５歳～

３９歳の女性人口が２０００年と２０１８年を比較するとほぼ半減する結果となり、生産年齢人

口における女性の減少４，６３３人のうち、さきの４区分での減少が２，１０７人を占めるなど、

進学期や子育て世代の女性の減少が顕著になった。

・２０１７年に比べ、２０１８年における０～１４歳の男女の年少人口、１５～６４歳の女性の

生産年齢人口の転出超過が大幅に減少しており、親子での転出が大幅に減ったものと考えられ、

その要因としては、市立病院の経産婦の分娩再開や多子世帯における保育料、給食費の無償化や

市街地地区中学校の２校化維持の方針などにより、市民意識に改善効果がみられることや、その

他様々な要因が複合的に作用していると考えられる。

３ 検証事項（進行：石垣市長）

［石垣市長］

それでは、次に検証事項として、根室市創生総合戦略における平成３０年度の取り組みの効

果検証について、事務局より説明をお願いします。

（１）根室市創生総合戦略における平成３０年度の取り組み（Ｈ３０．４～Ｈ３１．３）の効果検

証について
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基本目標１

○住み続けられる「安心」と「支え合い」の地域を守り、若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえる

［説明：事務局・佐藤室長］※資料３、４に基づき説明

根室市創生総合戦略につきましては、有識者会議において進捗管理を行うこととしております。

根室市創生総合戦略は平成２７年に策定し、計画期間を５年と定め、皆様からご意見をいただきな

がら計画を推進してきたところであります。今年度が最終年度となっており、先ほどご報告いたしま

した、市民意識調査や人口動態分析を踏まえながら効果検証調書として取りまとめましたのでご説明

いたします。

数値目標の設定について

・合計特殊出生率を５年で１．４９とし０．１２ポイント向上

・年少人口割合を５年で１０．３％とし０．３ポイント向上

・幼稚園・保育所待機児童数を５年で季節待機児童０人達成

・市内分娩可能施設を５年で分娩できる医療施設１カ所

■具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況について

（ア）子育て・少子化対策の推進

①出会い、結婚、妊娠、出産、育児に関する機会や相談、支援体制の強化

［内部検証］ 「Ｂ 概ね順調に進んでいる」

重要業績評価指数（ＫＰＩ）の状況、更には具体的事業の事業量の状況から、「Ｂ 概ね

順調に進んでいる」と評価できる。

今後は、子育てサークルの減少に伴い、活動に停滞感が見られることから、支援のあり方

等について検討する必要があるが、子育て事業への参加人数は増加に転じたことから、積極

的な各種情報提供の実施に努める必要がある。

②子ども医療費助成など子育て世代の経済的な負担軽減の推進

［内部検証］ 「Ｂ 概ね順調に進んでいる」

重要業績評価指数（ＫＰＩ）の状況、更には具体的事業の事業量の状況から、「Ｂ 概ね

順調に進んでいる」と評価できる。

市民意識調査においては、少子化・子育てについて「経済的負担の軽減（保育料の軽減な

ど）」の要望が２８．６％と最も高くなっており、本年１０月より国による幼児教育・保育

無料化が開始されるが、子育てしやすい環境のより一層の充実を図るため、市独自支援によ

る負担軽減に向けた対応を検討する必要がある。

③保育施設の整備と多様な保育サービスの充実

［内部検証］ 「Ｂ 概ね順調に進んでいる」

重要業績評価指数（ＫＰＩ）の状況、更には具体的事業の事業量の状況から、「Ｂ 概ね

順調に進んでいる」と評価できる。

市民意識調査において２６．４％と市民要望が高い、「子どもがのびのびと遊べる施設の

整備」について、平成３０年度に、「屋内遊戯施設」の基本構想を策定したところである。

引き続き、子育て支援の担い手となる人材育成とともに子育て環境の充実を図る必要があ

る。

④家庭と仕事の両立を図り子育てに取組む環境づくりの推進

［内部検証］ 「Ｂ 概ね順調に進んでいる」
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重要業績評価指数（ＫＰＩ）の状況、更には具体的事業の事業量の状況から、「Ｂ 概ね

順調に進んでいる」と評価できる。

平成30年度より、へき地保育所の通年開所が開始され、留守家庭児童会及び放課後教室

等の利用数についても一定の利用者数であることから、今後においては、家庭と仕事の両立

に向けた環境づくりとして、特に男性の育児参加を促進する方策の検討を図る必要がある。

（イ）周産期医療と小児医療体制の整備

①安心して子どもを産み育てられる周産期医療と小児医療体制の整備

［内部検証］ 「Ｂ 概ね順調に進んでいる」

重要業績評価指数（ＫＰＩ）の状況、更には具体的事業の事業量の状況から、「Ｂ 概ね

順調に進んでいる」と評価できる。

医療体制に対する満足意識に関する市民意識調査の結果は、不満とする市民の割合が減少

傾向にあることから、引き続き、医療従事者の確保対策や安定的な周産期医療体制づくりに

取組む必要がある。

［石垣市長］

それでは、ただいまの説明を踏まえて、検証を行っていきたいと思います。

基本目標１は、主に子育て・少子化対策に関する分野でございますが、ご意見などありましたら、

伺っていきたいと思います。

［平賀委員］

年少の子ども達の人口減少について、根室市内の幼稚園、保育所においても以前と比べて人数が

少なくなってきていると感じています。

市でも、以前に子ども・子育て会議で話をした子育て支援員の研修を実施して、子育て支援をサ

ポートする人材を増やした他、睦の園幼稚園を認定こども園に移行するために市役所の方に協力を

いただくなど、たくさんの取組を行っていると感じています。

しかし、専門職という分野でお話しすると、支援を必要とするお子さんは、どこの地域でも多く

なってきており、例えば私どもの幼稚園ですと、来年、小学校に通う子どもが２１人おりますが、

その内の１２～１３人が、何らかの支援を必要とする子となっています。

臨床心理士のサポートを受けたくても、一年間のスケジュールがすぐに埋まってしまい、早期に

発見して色々サポートできればよいのですが、根室市の場合は１人の心理士さんが各保育園、小学

校を巡回しているため十分なケアが受けられない。小さい頃から様々な支援、手立てをすることが、

その子の将来に大きく関わってくるため、専門職の増員を望んでいます。

一時預かり事業については、まつもと保育所で行われていますが、予約が必要な一時預かり事業

となっており、本来、一時預かりというのは緊急性がある事態が考えられますので、もう少し幅を

持った対応ができると有難いと思います。

また、保護者の方を見ると、子どもが病気になって市立根室病院を受診しても、釧路に搬送され

るケースが多く負担になっているように感じます。釧路に搬送されて入院生活が長引くと、家計や、

その下のお子さんの面倒など様々な弊害があると思いますので、根室市内で対応できる医療体制の

整備が望ましいと思います。

［石垣市長］

臨床心理士の件、一時預かりに係る緊急性の件、また、病院については恐らくお子さんが骨折を

した場合などにおける対応だと思います。現在、整形外科の常勤医師が不在になっており、手術が

できない等の事情もありますが、しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

［石井吉春委員］

今年度で第１期の総合戦略が終わる時期ということで、次に繋げていくための評価をして、重要

な論点を出す必要があると思います。

他の地域でも同様の取組を行っており、似たような話をすることがありますが、シンプルに言う

と、出生率については、どういう比率で産まれたかということと、実数として何人という、実際に
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は両方をバランス良く満たしている必要があり、極端に言うと「家庭環境に恵まれた人だけが残っ

た場合、人口は減っているが出生率が上がる」というような話があって、出生率が上がることと、

実際に子どもの人数が増えているということは、北海道ではリンクしていないことが多く、根室市

もすごく悪いわけではありませんが、掲げた目標との対比では、そのようになっていないという状

況ではないかと思います。

その点を、きちんと受け止めて全体の評価を行わないと、次にうまく繋がらない。概ね順調とい

うことは、まずまずという意味ですが、そうはなっていないだろうと思います。

特にＫＰＩの話をすると、個々のＫＰＩの達成状況と、個々の事業の達成状況について、どれく

らいの人数がという点については、半分怪しいと思う部分もありながら進んできているので、一定

期間が経過した際には、その点の整合性も考えなくてはいけない。

恐らく、ミクロの政策に係る指標については、すごくきめ細かく予算を使っていますので、個別

では割といい数字が出ていると思いますが、全体としては、人口が減らない事にどれくらい結びつ

いているかというと、あまり結びついていない。その点はきちんと受け止める必要があるのではな

いか思います。

手厚く子育て支援の施策を行っていますが、一般的にはそこを手厚くしても、出生数を増やす効

果が低いということは分かっていますので、そこを徹底して、ばら撒きのようにやるという方向に

私は行って欲しくないと思います。むしろ重点的に選んでやっていかないと、なかなか実効性を上

げられないということを、きちんと見直して欲しいと思います。市立病院で出産ができるようにな

りましたが、市立病院の経営面の負担というのはかなり大きく、そういう中でも一生懸命やっては

いるのですが、効果は上がっているのでしょうか。逆にそこをカバーする違う政策や、もっと違う

子育てに係る政策を行うべきかは、もっとしっかりと議論する必要があります。

今の病院体制づくりは、申し訳無いですが綱渡り的にしかやれていなくて、持続性を守っていく

ことが厳しい状況にあるのが実態だと思います。一瞬だけできてよかった話を、逆にできなかった

場合はどうかというように、本当にやるべきことを持続的にできて、市政の環境づくりに繋がるも

のを重点化することを、少しシビアに議論しなくてはならないのではないでしょうか。特にこの分

野の施策については、そういう目で考えていく必要があるという事を申し上げたいと思います。

個別の評価と全体の評価のギャップが出てしまうこともあるので、ギャップが出たときに個別の

ＫＰＩを見直すという選択が必要となることもあります。この部分は極端に言うとそういう言い方

をした方がいいのかもしれないという印象です。

［石垣市長］

細かい政策は打ってはいるけれども、全体像とは合っていないため、重点的に取り組むべき政策

を定め、見えるような形で論議をしていくべきとのご意見と受け取りました。

また、病院経営についても、半分くらいは医大からの派遣になっており、個人を呼ぶ場合はその

方が辞められた時のフォローがありませんので、ご指摘のとおり大変な中での運営となっておりま

す。そういったことからも大学から派遣をいただくのが理想的なんですが、現実的にはなかなかで

きないという状況があります。

２期目を策定するにあたっては、こういったことを踏まえて論議すべきとのご意見ですので、し

っかりと参考にして取り組んでまいります。

それでは、基本目標１について全体の評価をしていきたいと思います。各施策の状況を踏まえて、

石井吉春先生はどのような評価をされますでしょうか。

［石井吉春委員］

この評価については、「Ｃ やや遅れている」とした方が今後の論議が深まると考えます。個別

の施策を見直すことは無いと思いますが、全体の方は評価をＣとしておいて、指標の見直しや、施

策の重点化を行った方が次に繋がると思います。

［石垣市長］

ただいま、石井先生からご意見をいただき、基本目標１の評価については、「Ｃ やや遅れて

いる」と評価させていただきますが、皆さんいかがでしょうか。※【委員了承】
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基本目標２

○住みたいと思える「ひと」と「しごと」を呼び込み、安定した雇用、新しい人の流れをつくる

数値目標の設定について

・２０～３９歳女性の人口を５年で３２人減少を抑制し２，３５７人確保

・生産年齢人口の割合を５年で５６．５％とし０．１ポイント向上

・人口減少率を５年で０．８１％とし０．９７ポイント向上

■具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況について

（ア）経済・雇用対策の推進

①労働力不足解消のための雇用のミスマッチ解消など需給不均衡の改善

［内部検証］Ｃ やや遅れている

重要業績評価指標（ＫＰＩ)の状況から「Ｃ やや遅れている」と評価する。

引き続き、女性が働きやすい環境づくりと、人材確保対策を進めつつ、更なる就業環境の

充実とともに、新たな雇用創出のための対策が必要である。

②ＵＩターン者向け支援の充実による起業促進と労働力の確保

［内部検証］Ｃ やや遅れている

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から、「Ｃ やや遅れている」と評価する。

今後は、利用実績の低い、各種修学資金貸付事業制度の周知を図るとともに、雇用機会の

充実や、地域人材の確保につながる若い世代のＵＩターンの促進を行う必要がある。

③商工業後継者の不足に伴う事業承継のための支援等の充実

［内部検証］Ｃ やや遅れている

重要業績評価指標（ＫＰＩ)のうち「人口１,０００人当たりの法人数」については、順調

に推移しているものの、他の重要業績評価指標（ＫＰＩ)の状況、更には具体的な事業の事

業量の状況から「Ｃ やや遅れている」と評価する。

市内の中小企業の支援・充実を図り、今後も、未着手事業の早期展開を図り、新たな雇用

の場の創出に向けた取組みが必要である。

④農林漁業の持続的な発展及び担い手対策の推進と若年就業者の定着化促進

［内部検証］Ｃ やや遅れている

新規漁業就業者数については、伸び悩んでいる状況であるが、他の重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）の状況から、「Ｂ 概ね順調に進んでいる」と評価できる。

今後とも、一次産業の持続的な発展のための生産基盤の強化を図るとともに、引き続き、

担い手対策に取組む必要がある。

⑤産学官金の連携及び農商工連携と６次産業化の促進

［内部検証］Ｃ やや遅れている

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から、「Ｂ概ね順調に進んでいる」と評価できる。

今後も、資源増大や付加価値向上に向けた産学官金連携を加速するほか、引き続き、国内

外に向けた発信を行い、ブランド化を促進する必要がある。

（イ）交流人口の拡大

①長期滞在者など交流人口の誘客強化と本格移住の促進

［内部検証］Ｂ 概ね順調に進んでいる

長期滞在者の滞在日数は減少傾向にあるが、重要業績評価指標（ＫＰＩ)の状況から、「Ｂ

概ね順調に進んでいる」と評価できる。
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地域おこし協力隊の活動など交流人口拡大の取組は順調であることから、あらゆる分野で

の協力隊の活用を検討するとともに、ＵＩターン者等の若い世代の根室への移住拡大を促進

する必要がある。

②世界に誇る自然、歴史、食の魅力を発信する観光プロモーションの強化

［内部検証］Ｂ 概ね順調に進んでいる

重要業績評価指標（ＫＰＩ)の状況から、「Ｂ 概ね順調に進んでいる」と評価できる。

引き続き、根室の地域資源を活かした観光の魅力づくり、魅力を伝えるための効果的 な

情報発信、根室の持つ「絶景」と「食」の魅力の発信強化を図るとともに、冷涼な気候をＰ

Ｒし、更なる交流人口の拡大を図る。

［石垣市長］

それでは、ただいまの説明を踏まえて、検証を行っていきたいと思います。

基本目標２は、主に産業・雇用に関する分野でございますが、ご意見などありましたら、伺って

いきたいと思います。

［石井至委員］

観光分野の「②世界に誇る自然、歴史、食の魅力を発信する観光プロモーションの強化」につい

て、ＫＰＩを達成している点はいいと思いますが、第２期に入るにあたっては、今の目標は低すぎ

ると感じます。全国平均の政府目標を意識していただくとすると、来年達成できるかはわかりませ

んが、例えばインバウンドで考えると来年は４０００万人、１０年後に６０００万人となっており、

１０年で１．５倍にするというのが政府の考えている目標なので、それ以上であればもっといいで

すし、少なくてもその程度を目標にすべきと考えます。確かに目標は達成していますが、目標が低

かったように感じます。

質問ですが、長期滞在者の滞在日数について、平成２８年に２，１９１日間あったものが、平成

３０年では半減して９７１日間となり、かなり減っていますが要因と、背景などご説明いただけま

すか。

［井口主任］

移住体験住宅については冬場の稼働率が低いことが課題になっており、ふるさと納税の返礼品と

して、冬に１か月間利用できるようなチケットを出したところ、とてもニーズがあり冬の稼働率が

上がったことから、平成２８年度は非常にいい数字となりました。次の年については返礼品の率の

関係から１か月という設定ができず、１０日間のものに変更しましたがインパクトが足りず、申し

込みが無かったことから利用日数が減少したと考えています。平成３０年度には返礼品にありませ

んでした。

日本一涼しい街ということで夏に人気がある施設ですので、夏に申し込みが殺到しますが、冬の

長期滞在については、冬道を運転する懸念があることなどから申し込みが伸びず、平成２８年度だ

け数字が伸びたような形になっております。

［石井至委員］

長期滞在の定義は１週間以上になりますか。夏の予約は満員なのでしょうか。

［井口主任］

根室市の場合は１週間から半年までを契約期間とできるよう要綱を作っており、大体１か月くら

いの契約が多くなっています。夏は満員になっています。

［石井至委員］

そうすると、夏は満員で１０００日間くらいで、それ以上伸ばすには夏以外の長期滞在を増やす

しかないという事でしょうか。

［井口主任］

稼働率を上げないと、これ以上の日数は望めないと思います。

［石垣市長］

施設を増やすということも、夏の受入日数増加につながると思います。
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歯舞地区マリンビジョンの関係から伊藤委員、何かございませんか。

［伊藤委員］

④農林漁業の持続的な発展及び担い手対策の推進と若年就業者の定着化促進についてですが、新

規漁業就業者を５年で５０人ということは、１年で１０人くらいと目標が低いので、このレベルで

あれば「概ね順調に進んでいる」ということなのですが、今は漁業の体制が非常に厳しいことから、

漁業離れが起きています。

このまま行くと、将来、漁業をやる能力はあっても、就労者がいなくて倒産する懸念もあり、歯

舞のケースですが、国の制度にある外国人就業者の確保について検討しなければならないのではな

いかという議論になっています。

闇雲に外国人労働者を採用する訳にもいかないので、年間の雇用を確保して、居住権の問題も整

理してという事になりますから、簡単にはできないと思いますが、既に前例として取り組んでいる

ところもあります。

そういった状況を踏まえて、歯舞でも刺し網漁船を１５艘くらい操業していますが、今できる業

態からでもやっていくべきではないかと思います。

また、サンマが記録的な不漁という中にあり、事故もあって大変な状況ですが、全サンマでは、

サンマ漁にもその制度を適応できるよう、国と折衝しており、どうなるかはわかりませんが、そう

いう時代になってきているのだと思っています。

ここの項目だけ見ると、概ね順調に進んでいるということですが、日本人の後継者は少ない、就

業環境も厳しいとなると、他の仕事に転業する方も増えていますので、そこを解消するために、２、

３年の間に目途をつけたいと思って計画をしています。この点を将来、改善できるかどうかについ

ては、地域に外国人が入ることによって、どういうことになるのか、地域の住民とも相談しながら

慎重に進めるべき部分もあります。

現在、一人の外国人の方が結婚して地域コミュニティに入り、順調なケースもありますから、そ

ういう状況も参考にしながら、漁業組合が責任を持った体制がとれるかどうかを考えていきたいと

思っています。

その他の項目については、非常に厳しい状況になっていますが、そのとおりの状況だと思います。

私たちは根室市の中の一地域ではありますが、歯舞マリンビジョン協議会としての活動は、非常に

広範囲にわたっており高評価をいただいています。少子高齢化による人口減少に合わせて、定住人

口は否応なしに減少が進みますが、交流人口を増やす方向で様々な取組を行っており、数年前から

漁民泊体験を始め、それが評判を呼んで外国人バードウオッチャーも入っていますし、修学旅行生

も来るようになりました。一般の方も、気温３８℃の暑いところから、歯舞に来ると２０℃くらい

で気候もいいということを知っており、そういう環境を欲しているということがある程度わかって

いますので、都市部の旅行代理店に職員を派遣して、根室に来る観光人口の一部でも歯舞でお世話

できることがないか協議しています。

観光客の希望としては、地域の状況をみて、引き網とか潮干狩りなどの漁業体験を楽しむ取組の

他に、地元の旬の食を提供していただきたいという強い要望があり、現在、挑戦しているところで

す。今の漁協の食堂スペースだけで足りるかどうかも含めて、新しい施設構築の検討を進めている

ところであり、根室市に少しでも役に立つ地域になるよう、歯舞地区を挙げて取り組んでいます。

将来的にこの評価も順調となるように頑張っていきたいと思っています。

［石垣市長］

渚泊（漁民泊）については大変評判がよく、宿泊された方からも、すごくよかったという話を伺

っています。

外国人労働者に関わって、廣田委員から何かアドバイスはございませんか。

［廣田委員］

２０１６年のロシアの排他的経済水域での流し網禁止という外的な要因で、一気に根室の水揚げ、

漁業生産、水産加工も大きな影響を受けています。

働き手については、以前からハローワークに求人を出しても、ほとんど応募者がいない状態であ

り、子育てが終わる頃の女性を中心に、働き手として雇用してきましたが、その方たちの高齢化が
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非常に目立ってきています。これから先５年、１０年となると、もっと厳しい環境が見込まれ、外

国人労働者に頼らざるを得ない、切羽詰まってこれでなんとか凌いでいる状況になっています。外

国人労働者頼みが好ましいということではなく、２００人以上の外国人労働者が市内にいる、その

状況の裏側にどのような現状があるのかを、行政は突き詰めて考えていかないと、相当深刻な状態

になっていると思います。

私は、有識者会議としての検証結果については、論議を巻き起こすためにも、評価についてはも

っと厳しくＤの「遅れている」にして、問題を掘り下げていくことで、様々な問題解決につながる

ような意見が皆さんから出てくるように思います。

ロシア海域のサケマスだけではなく、最近は秋サケ、さんまも不漁であり、本当に厳しい状況に

なっておりますので、好調なふるさと納税の結果に隠れている、根室の基幹産業の問題点、厳しさ

をもっと掘り下げて取り上げてはどうでしょうか。

［石垣市長］

今の論議も踏まえて、基本目標２について全体の評価をしていきたいと思います。各施策の状況

を踏まえて、石井吉春先生はどのような評価をされますでしょうか。

［石井吉春委員］

経済の面で特に北海道では、外部環境の変化による影響と、施策によって対応している影響とで

は、外部環境による影響が圧倒的に強く出ていて、道内の中でも根室市は水産業、水産加工業を中

心に非常に影響を受けています。しかし、その点はある程度は分けて考えないと、どこまでやって

もきりがない状況になります。外部環境の影響を考慮しないわけではありませんが、総合戦略の評

価の上では割り切ったほうがいいと思います。経済面では手がかりを見つけて、どこを頑張るかを

きちんと出していかないと、どんどんダメになってやる気がなくなり、何をやっても無駄というよ

うになってきますので、私はⅮではなくＣを付けて、尚且つ、頑張った傾向が見えるところはきち

んと書いて、もっと頑張るべきところと、環境変化に対応する施策も必要だということも記載する

ような書き分けが必要かと思います。

水産業、水産加工については、供給サイドで考えると、育てる漁業に転換しなければならない状

況であり、資源が少なくなっていることに対する対応策はありませんので、育てる漁業にもっと力

を入れなければならないと思います。

今後は、環境変化を踏まえた話をしなければならないと思いますし、人の問題で言えば、外国人

労働者に頼らざるを得ないところもありますが、これからは、定着できる外国人労働者を受け入れ

るのが主流になってきますので、対応について検証すべきと思います。

また、定着しない形で受け入れることについても、対応を考えなければなりません。

観光のような形で交流人口を増やせる可能性もありますし、いろいろな施策の一部には効果が見

えていた部分もありますので、その点については評価に出して、どこを頑張るべきかについても、

少し記述すべきだと思います。

［石垣市長］

廣田委員からの好調なふるさと納税の裏側に問題が隠れているという点については重く受け止

め、今後、考えていかなければならないと思っております。

ただいまの議論も踏まえまして、基本目標２の評価については、「Ｃ やや遅れている」と評

価させていただきますが、皆さんいかがでしょうか。※【委員了承】
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基本目標３

○みんなで実践する「市民協働」を推進し、時代にあった地域をつくり市民サービスを維持する

数値目標の設定について

・地域活動や審議会等への女性の参加率を５年で２５．０％とし４．４ポイント向上

・まちづくりへ参加したいと思う市民の割合を５年で８５．０％とし５．６ポイント向上

・２０～３９歳女性人口について、５年で３２人減少を抑制し２，３５７人確保

■具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況について

（ア）コミュニティの維持・活性化

①市民活動団体の育成や市民活動の組織化、ネットワーク化の支援

［内部検証］Ｂ 概ね順調に進んでいる

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況、更にはまちづくり団体が組織化されている状況から、

「Ｂ 概ね順調に進んでいる」と評価する。

今後は、市民のまちづくりへの参加意識を醸成するとともに、将来を担う人材の育成など、

市民活動の活性化につながる取組みの推進を図る必要がある。

②コミュニティ活動を牽引する「まちづくりコーディネーター」などの育成

［内部検証］Ｂ 概ね順調に進んでいる

ＫＰＩは未達成ではあるものの、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から、「Ｂ 概ね順

調に進んでいる」と評価する。

任期満了となった地域おこし協力隊が定住していることや、現在委嘱中の隊員も積極的な

地域おこし活動がみられていることから、引き続き、あらゆる分野での協力隊の活用を検討

する。

（イ）地域環境との共生

①既存公共施設の有効活用による都市機能の充実

［内部検証］Ｃ やや遅れている

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から、「Ｃ やや遅れている」と評価する。

今後は、利活用にあたっての遊休財産の施設状況等を踏まえた条件整理を行うとともに、

地域要望等も勘案し判断する必要がある。

②官民協働による地方創生の推進

［内部検証］Ｂ 概ね順調に進んでいる

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から、「Ｂ 概ね順調に進んでいる」と評価する。

民間企業等の知識・経験等を取り入れ、官民協働による地方創生を進めていくため、引き

続き、企業、団体等と受け入れにあたっての調整を行っていく必要がある。

（ウ）地方創生の計画的な推進

①ふるさと納税制度の推進と寄附金を活用した地方創生

［内部検証］Ａ 順調に進んでいる

重要業績評価指標（ＫＰＩ）の状況から「Ａ 順調に進んでいる」と評価する。

平成２９年度に設置した地方創生関連７基金について、当初積立目標期間を１年前倒しし、

２ヵ年で目標額に達したことから、新たに、令和元年度から５ヵ年の積立目標を設定したも

のであり、今後も、計画的に積み増しを行うとともに、基金を活用した安定的な事業実施に

より根室市創生を推進する。

［佐藤室長］

引き続き、地方創生の推進に関するふるさと納税実施効果について担当から説明いたします。
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・地方創生の推進に関するふるさと納税実施効果について

［説明：事務局・塩原主査］※資料５に基づき説明

・ふるさと納税がもたらす主な効果としては、ふるさと応援寄附金を活用して事業を実施すること

と、市内の民間事業者から購入して寄附者の方に送付している記念品の二つが大きなものになる。

・ＫＰＩの達成度を測ることに加え、ふるさと納税推進事業に参加している市内民間事業者や市内

一般市民の方々等、広くふるさと納税の地域貢献の度合いを認識してもらうことを目的として推計

した。

・４年間で総額１３５億円の多額の寄附金があり、その内、寄附金受納に要した費用として、事務

経費等を含めた記念品贈呈に係る費用に約６８億円、寄附金を事業に活用した額が約４０億円、将

来への安定的な活用に向けた基金への積立額が２７億円、総額１３５億円となった。

・平成２７年度から平成３０年度の４か年、総額１３５億円に対する経済波及効果は、約１２６億

円となり、域内総生産を約６８億円押し上げ、雇用者誘発人数は７３４人と試算した。

・記念品贈呈による経済波及効果について、根室市で記念品に支出した金額が約６２億円になり、

その支出による経済波及効果は４６億円、域内総生産を約２０億円押し上げ、雇用誘発人数は２１

３人と試算する結果になった。

・６２億円の支出に対して、経済波及効果４６億円となった要因を分析すると、１つに記念品を仕

入れる際に一部域外からの仕入れがあることや、大きな要因としては６２億円に含まれる送料が、

３、４割程度を占める等の影響が推察される。

・令和元年度の記念品取扱事業者全８２社に対し、平成３０年度及び令和元年度における、ふるさ

と納税に係る従事者数及び予定を含む増員数に関するアンケート調査を実施した。

調査結果は回答数７７社、回答率９３．９％となり、平成３０年度中に正規又は非正規雇用で業

務従事者の増員を行ったと回答があった事業者数は４０社、総数では８２人の増員となった。

また、今年度の増員予定は６３人となり、推定結果と比べると若干少ない結果となったが、記念

品贈呈の事業によって今後も雇用の増が期待できると考えられる。

・根室市創生総合戦略に掲げる重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況については、４項目中３項

目で１００％を超える結果となった。ふるさと納税推進による経済波及効果については、５年で１

３０億円という数値目標を立てたが、現状は１２６億円で９７％という結果になった。これについ

ては、送料など、経済波及効果に直接的に関わらない部分も大きいことや、将来への安定的な活用

に向けた積立額として、基金に積んでいる金額もあり、直接的に効果として現れないものが結果に

影響していると考えられるが、現状の１２６億円については平成３０年度までの実績となっており、

今年度も含めた５年間では１３０億円の目標も達成できると思われる。

［石垣市長］

それでは、ただいまの説明を踏まえて、検証を行っていきたいと思います。

基本目標３は、主に市民協働・地域づくりに関する分野でございますが、ご意見などありました

ら、伺っていきたいと思います。

［石井吉春委員］

評価自体はこれでいいと思います。

しかし、ふるさと納税が非常に順調に、潤沢に集まっており、財政的にもかなり余裕ができた実

態はあると思いますが、これからのことを考えると、ふるさと納税自体も不透明なところもありま

すので、過度に依存するのは、非常に問題があるということを真剣に考える必要があります。

例えば基金の作り方を見ると、医療関係の基金は赤字補填のようになっており、そういうものに

充てるのは問題があると思います。本来、経常的な支出というのは、自主的な収入で賄うべきです

ので、子育て対策でも経常的な経費があったように思いますが、本来の使い方としては問題なので、

資金があったのであまり問題となっていませんが、次の段階では、本当に地方創生の目的に則した

重点的な使い方を考えなければなりません。

一時の財政の潤沢さが、将来の持続性を失わせるというリスクを、今のうちに考えなくてはなら

ないと思っており、個人的にはＪＲの維持など、資金が本当に必要で地方創生に資するものは何か
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ということを、次につなげるために検討していただきたい。

［石垣市長］

ふるさと納税に過度に依存する体質を見極めて、次にどうつなげていくか、ふるさと納税の在り

方について検証すべきということでした。評価としては「Ｂ 概ね順調に進んでいる」ということ

でよろしいでしょうか。※【委員了承】

［石垣市長］

それでは、基本目標１から基本目標３まで、全ての外部評価をいただきました。基本目標１につ

いては「Ｃ やや遅れている」、基本目標２については「Ｃ やや遅れている」、基本目標３につい

ては「Ｂ 概ね順調に進んでいる」という評価になりました。

最後に、石井吉春先生、石井至委員のお二人から、全体を通してご意見があればお願いしたいと

思います。

［石井至委員］

次の総合戦略策定にあたっては、ＫＰＩの見直しが必要だと思います。例えば子育て支援策です

が、子育てサークルが減っているということは、もしかしたら、需要がないのかもしれませんし、

そうであればＫＰＩにすることが適切かという疑問もあります。仮にそれが伸びたとしたら、出生

率や人数が増えるのかという検討も含め、ＫＰＩと個別目標の見直しを考えるということが一点目

です。

二点目はふるさと納税についてですが、資金で解決する問題はたくさんあるので、多い方がいい

と思います。今では５０億円規模にまで達したことは、とてもすごいことだと思いますが、それに

甘んじず、もっと研究して１００億円を目指して頑張っていただきたい。

三点目は、現在、世間でよく耳にする言葉で、この会議では出てきていないものがたくさんあっ

て、例えば、もっとロボットやＡＩなどＩＴ化を進めると省力化ができるかもしれません。

長期滞在についても、今は働き方改革の関係でワーケーションといって、勤務時間だけど休みと

一緒にとれるような制度もあったり、古い学校の活用がないということですが、ベンチャー企業の

拠点として活用したり、ホテルにしたり、全国的には実例がある取組ですので、そういうものをう

まく合わせるといいと思います。

また、ワーケーションや北方領土の経済活動などを見据えると、とにかく今はインターネットが

速くないと話にならないので、そういうことに投資をして、この涼しい気候とか、地理的なことは

他にはない部分なので、そこを活かした新産業を考えてはどうかと思います。

［石井吉春委員］

経済を元気にするためのベースは、まずは技術になります。育てる漁業の話もしましたが、新し

い技術を取り込むということを、ローカルベースでもかなり積極的にやらなければならない時代に

なっていると思いますので、その部分はふるさと納税の資金活用も考えて、重点的に取り組まなけ

れば、新しい産業というのは難しいと思います。

また、数日前に過疎の議論をする機会があり、その座長として参加をしてきましたが、新機軸を

出さねばならないということで、徹底して広域連携をするという話をしています。根室市は半島な

ので、広域連携する際の相手先が非常に難しいのは理解しており、そのため、あまり進んでいない

ところもあるのかと思いますが、今後は上手に機能分担していかないと、財政も含めて厳しくなっ

ていきますので、思い切って近隣の自治体と一緒に様々なことを行ってみることを検討すべきだと

思います。特に総合戦略も、ひと・まち・しごと創生本部が一番意識したのは広域連携となってお

り、１期目の戦略からあったものです。相手に何かを譲っても、自分は別のものを受けるというよ

うに、どこに自分が特化していくかということを上手に判断して、広域連携で実現しようという話

なので、是非、戦略的に考えて行くべきではないかと思います。

［石垣市長］

それでは以上で会議は終了いたしますが、総合戦略に基づいた事業を着実に推進するため、今後

も引き続き、委員皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

本日は、誠にありがとうございました。


